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論
文
の
著
者
に
対
し
、
年
間

１
報
の
み
に
贈
ら
れ
る
。
今

回
、
菊
地
研
究
員
が
ノ
ル
ウ

ェ
ー
科
学
技
術
大
学
と
共
同

で
行
っ
た
研
究
が
、
２
０
２

１
年
に
Ｉ
Ｓ
＆
Ｔ
が
発
行
し

た
論
文
誌
に
掲
載
し
た
中
で

最
も
優
れ
た
技
術
論
文
と
し

て
評
価
さ
れ
た
。

　

同
社
は
１
０
０
年
を
超
え

る
研
究
開
発
の
歴
史
の
中

で
、
様
々
な
肌
の
特
徴
を
計

測
す
る
技
術
を
開
発
し
て
き

た
。
菊
地
研
究
員
の
研
究
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
画
像

解
析
な
ど
の
最
先
端
の
技
術

を
積
極
的
に
採
り
入
れ
、
こ

れ
ま
で
客
観
的
評
価
が
難
し

い
と
さ
れ
て
き
た
「
く
す
み

感
」「
つ
や
感
」「
透
明
感
」

　

日
本
油
化
学

会
の
分
科
会
で

あ
る
オ
レ
オ
マ

テ
リ
ア
ル
部
会

で
は
、「
持
続

可
能
な
循
環
型

社
会
の
構
築
に

資
す
る
、
油
化

学
分
野
に
お
け

る
機
能
性
分
子

の
合
成
や
新
材

料
創
製
に
関
す

る
技
術
開
発
・

研
究
開
発
、
関

連
す
る
環
境
も

扱
う
部
会
」
と

し
て
、
日
本
油

化
学
会
で
唯
一
「
も
の
づ
く

り
」を
専
門
に
扱
っ
て
お
り
、

油
化
学
関
連
領
域
に
お
け
る

学
問
・
産
業
の
発
展
に
資
す

る
新
規
分
子
合
成
法
・
機
能

材
料
・
新
製
品
開
発
に
関
す

る
情
報
提
供
や
意
見
交
換
が

活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
活
動
の
一
環
と
し

て
、「
オ
レ
オ
マ
テ
リ
ア
ル

賞
」
を
新
材
料
創
製
に
関
す

る
技
術
開
発
・
研
究
開
発
・

環
境
問
題
等
に
お
い
て
優
れ

た
業
績
を
上
げ
た
部
会
員
に

対
し
て
授
与
し
て
お
り
、
今

回
、
小
倉
氏
が
受
賞
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
受
賞
理
由
と

し
て
、「
界
面
化
学
的
解
析

の
絵
画
修
復
へ
の
活
用
（
Ａ

ｐ
ｐ
ｌ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

ｏ
ｆ 

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｆ
ａ
ｃ

ｅ 

Ａ
ｎ
ａ
ｌ
ｙ
ｓ
ｉ
ｓ 

ｔ

ｏ 

Ａ
ｒ
ｔ 

Ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）」
が
挙
げ
ら

れ
、
小
倉
氏
が
イ
タ
リ
ア
の

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学

と
進
め
て
い
る
界
面

化
学
に
よ
る
絵
画
修

復
に
関
す
る
研
究
と

功
績
が
認
め
ら
れ
た
。

　

小
倉
氏
は
受
賞
に

あ
た
り
、「
５
月
30

日
に
日
本
油
化
学
会

よ
り
、『
オ
レ
オ
マ

テ
リ
ア
ル
賞
』
の
受

賞
を
内
示
い
た
だ
い

た
。
著
名
な
大
学
の

先
生
や
Ｂ
to
Ｃ
の
研

究
者
が
受
賞
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
原
料

メ
ー
カ
ー
の
研
究
者

と
し
て
の
受
賞
は
稀

で
あ
り
大
変
光
栄

だ
」と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

日
光
ケ
ミ
カ
ル
ズ
は
２
０

２
２
年
４
月
に
グ
ル
ー
プ
会

社
の
コ
ス
モ
ス
テ
ク
ニ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
と
合
併
し
、
販
売

機
能
と
研
究
開
発
機
能
を
統

合
し
た
。

　

「
新
体
制
に
お
い
て
、
パ

ー
ソ
ナ
ル
ケ
ア
事
業
に
次
ぐ

第
２
の
柱
を
育
成
す
べ
く
事

業
部
制
を
導
入
し
、
パ
ー
ソ

ナ
ル
ケ
ア
事
業
部
、
化

成
品
事
業
部
、
医
薬
品

事
業
部
、
新
規
事
業
開

発
室
を
設
け
、
よ
り
開

発
提
案
型
企
業
と
し
て

力
を
入
れ
、
お
客
様
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

化
成
品
事
業
部
で
は
、

界
面
活
性
剤
の
技
術
応

用
に
よ
り
、
半
導
体
の

精
密
洗
浄
や
顔
料
、
食

品
、
飲
料
と
い
っ
た
幅

広
い
領
域
に
お
い
て
少

量
多
品
種
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
な
が
ら
、
専
門
性

の
高
い
製
品
、
技
術
を

提
供
し
て
い
る
。
今
後

も
新
生
・
日
光
ケ
ミ
カ

ル
ズ
化
成
品
事
業
部
に
て
さ

ら
な
る
技
術
開
発
に
努
め
て

い
く
」（
同
社
）

な
ど
、
肌
の
質
感
を
も
た
ら

す
肌
の
光
学
特
性
の
解
明
、

さ
ら
に
は
光
学
特
性
を
左
右

高
収
益
化
を
同
時
に
実
現

し
、
社
会
価
値
と
経
済
価
値

の
両
方
を
実
現
し
て
い
る
こ

と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

２
０
１
９
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ

の
「
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ

ｌ
ｅ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ａ
ｗ
ａ

ｒ
ｄ
（
旧
Ｓ
ａ
ｔ
ｏ
ｙ
ａ

ｍ
ａ 

＆ 

Ｅ
Ｓ
Ｇ 

Ａ
ｗ
ａ
ｒ

ｄ
）」
は
、
先
進
的
で
持
続

可
能
な
取
り
組
み
を
行
っ
た

企
業
、
団
体
、
個
人
を
表
彰

し
、
そ
の
活
躍
を
国
内
外

に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
２
０
２
１
年

か
ら
は
候
補
者
の
選
定
に

公
募
を
取
り
入
れ
、
よ
り

広
く
候
補
者
を
募
っ
て
い

る
。

　

ラ
イ
オ
ン
は
、
事
業
成

長
を
図
り
な
が
ら
「
脱
炭

素
社
会
」「
資
源
循
環
型

社
会
」
を
実
現
す
る
た
め

に
長
期
環
境
目
標
「
Ｌ
Ｉ

Ｏ
Ｎ 

Ｅ
ｃ
ｏ 

Ｃ
ｈ
ａ
ｌ

ｌ
ｅ
ｎ
ｇ
ｅ 

２
０
５
０
」

を
設
定
し
て
い
る
。
こ
の

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

主
活
動
で
あ
る
「
循
環
し

続
け
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

利
用
」
の
社
会
実
装
に
向

け
、
自
社
だ
け
で
な
く
、

同
業
他
社
と
の
協
業
や
自

治
体
と
連
携
し
て
の
ハ
ブ

ラ
シ
・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
行
す
る
な
ど

企
業
、
流
通
、
自
治
体
、

消
費
者
と
と
も
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
」
点

や
、「
商
品
だ
け
で
な
く
肌

の
仕
組
み
に
つ
い
て
も
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
」

点
、「
顧
客
の
悩
み
や
肌
の

状
態
な
ど
細
か
い
点
ま
で
気

に
か
け
、
真
の
ニ
ー
ズ
に
着

目
し
て
い
る
」
点
な
ど
が
評

価
さ
れ
た
。

　

ポ
ー
ラ
お
客
さ
ま
相
談
室

で
は
、
顧
客
か
ら
の
電
話
・

メ
ー
ル
に
よ
る
問
い
合
わ
せ

を
随
時
受
け
付
け
て
お
り
、

商
品
、
サ
ー
ビ
ス
、
販
売
に

関
す
る
意
見
や
要
望
を
収

集
・
分
析
し
、
経
営
部
門
、

商
品
企
画
部
門
、
研
究
開
発

部
門
、
生
産
部
門
、
販
売
部

門
な
ど
へ
情
報
提
供
す
る
こ

と
で
、
新
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

写
真
）
が
、
２
０
１
７
年

の
発
売
か
ら
累
計
で
30
万

本
を
突
破
す
る
ヒ
ッ
ト
商

品
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
春
に
３
回
目
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
同
品

は
、
３
種
の
グ
ロ
ー
ス
フ

ァ
ク
タ
ー
成
分（
Ｅ
Ｇ
Ｆ
・

Ｆ
Ｇ
Ｆ
・
Ｉ
Ｇ
Ｆ
）
は
そ

　

韓
国
コ
ス
メ
専
門
の
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
「
Ｃ
Ｏ

Ｓ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
（
コ
ス
ム

ラ
）」
を
日
本
で
55
店
舗

展
開
し
て
い
る
Ｌ
＆
Ｋ
で

は
、
Ｐ
Ｂ
商
品
の
美
容
液

「
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ 

３
Ｇ

Ｆ 

リ
ペ
ア
エ
ッ
セ
ン
ス
」

（
１
０
０
mL
７
９
８
６
円
、

の
ま
ま
に
、
肌
本
来
の
チ

カ
ラ
と
美
し
さ
を
引
き
出

す
べ
く
、
３
種
の
乳
酸
菌

を
含
む
マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ

ー
ム
培
養
液
抽
出
物
と
、

ス
ク
ワ
ラ
ン
や
ト
ロ
メ
タ

ミ
ン
な
ど
４
種
の
美
容
成

分
を
新
た
に
追
加
。
さ
ら

に
、
軽
く
伸
び
る
う
え
に

と
ろ
み
の
あ
る
テ
ク
ス
チ

ャ
ー
へ
と
進
化
し
た
。

　

「
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は

こ
の
ほ
か
、
ナ
イ
ア
シ
ン

ア
ミ
ド
や
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸

な
ど
既
存
の
美
容
成
分
の

配
合
量
を
増
量
し
、
肌
を

安
ら
げ
る
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ａ
成
分

を
よ
り
サ
ポ
ー
ト
力
の
あ

る
ア
ラ
ン
ト
イ
ン
に
ア
ッ

プ
グ
レ
ー
ド
し
た
。
３
種

の
グ
ロ
ー
ス
フ
ァ
ク
タ
ー

成
分
を
配
合
し
た
美
容
液

で
あ
り
な
が
ら
コ
ス
パ
が

良
く
、
ス
キ
ン
ケ
ア
効
果

を
実
感
で
き
る
点
も
強
み

で
、
肌
に
年
齢
を
感
じ
て

き
た
30
～
40
代
の
方
々
を

中
心
に
好
評
で
リ
ピ
ー
タ

ー
が
多
い
」（
同
社
）

　

Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ 

３

Ｇ
Ｆ 

リ
ペ
ア
エ
ッ
セ
ン

ス
の
販
路
は
こ
れ
ま
で
、

ア
エ
ッ
セ
ン
ス
は
好
調
な

売
れ
行
き
を
示
し
て
い
る

と
い
う
。

　

「
コ
ス
ム
ラ
は
韓
国
で

話
題
性
の
あ
る
新
規
ブ
ラ

ン
ド
を
い
ち
早
く
取
り
揃

え
る
ほ
か
、
イ
ニ
ス
フ
リ

ー
や
テ
ィ
ル
テ
ィ
ル
、
メ

デ
ィ
ヒ
ー
ル
な
ど
日
本
で

人
気
の
高
い
ブ
ラ
ン
ド
も

取
り
扱
っ
て
お
り
、
売
上

の
95
％
を
Ｎ
Ｂ
商
品
が
占

め
る
。
今
後
は
１
０
０
店

舗
の
早
期
達
成
を
目
標

に
、
そ
れ
に
伴
っ
て
Ｐ
Ｂ

商
品
を
現
在
の
１
５
０
Ｓ

Ｋ
Ｕ
か
ら
３
０
０
Ｓ
Ｋ
Ｕ

へ
拡
大
し
、
店
舗
と
商
品

の
両
軸
で
『
コ
ス
ム
ラ
』

ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
を
高

め
、
Ｐ
Ｂ
売
上
を
増
や
し

て
い
く
」（
同
社
）　　
（
之
）

セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
コ

ス
ム
ラ
に
限
定
し
て
い
た

が
、
昨
年
か
ら
Ｑ
ｏ
ｏ
10

を
は
じ
め
、
ア
マ
ゾ
ン
や

楽
天
な
ど
の
外
部
Ｅ
Ｃ
モ

ー
ル
で
の
展
開
を
本
格
化

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を

は
じ
め
と
し
た
韓
流
ブ
ー

ム
を
追
い
風
に
コ
ス
ム
ラ

の
店
舗
数
が
昨
年
か
ら
今

年
に
か
け
て
急
拡
大
し
、

加
盟
店
を
中
心
に
40
店
舗

の
新
規
出
店
を

果
た
し
た
。
こ

の
よ
う
な
オ
ン

ラ
イ
ン
と
リ
ア

ル
双
方
で
の
販

路
拡
大
に
比
例

す
る
形
で
、
Ｃ

Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ 

３
Ｇ
Ｆ 

リ
ペ

今
春
リ
ニュ
ー
ア
ル
の
美
容
液
が
好
調

「ＣＯＳＭＵＲＡ ３ＧＦ リペアエッセンス」
Ｌ＆Ｋ

母子手帳

第364回

　

資
生
堂 

み
ら
い
開
発
研
究
所 

菊
地
久
美
子
研
究
員
は
、
米
国
画
像
科
学
技
術
学
会
（
Ｉ
Ｓ
＆
Ｔ
）
が
発
行
す
る

論
文
誌
「
Ｊ
ｏ
ｕ
ｒ
ｎ
ａ
ｌ 

ｏ
ｆ 

Ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ 

ａ
ｎ
ｄ 

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
」
に

て
「
Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ 

ｏ
ｆ 

ａ 

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ 

ｔ
ｏ 

Ｍ
ｅ
ａ
ｓ
ｕ
ｒ
ｅ 

ｔ
ｈ
ｅ 

Ｏ
ｐ
ｔ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ｔ
ｉ
ｅ
ｓ 

ｏ
ｆ 

Ｆ
ａ
ｃ
ｉ
ａ
ｌ 

Ｓ
ｋ
ｉ
ｎ 

ｕ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ 

ａ 

３
Ｄ 

Ｃ
ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ａ 

ａ
ｎ
ｄ 

Ｐ
ｒ

ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ（
３
Ｄ
カ
メ
ラ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
利
用
し
た
顔
の
皮
膚
の
光
学
特
性
計
測
シ
ス
テ
ム
の
開
発
）」

と
い
う
テ
ー
マ
で
投
稿
し
、「
Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｌ
ｅ
ｓ 

Ｅ
． 

Ｉ
ｖ
ｅ
ｓ 

Ｊ
ｏ
ｕ
ｒ
ｎ
ａ
ｌ 

Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
」
を
受
賞
し
た
。

第21回オレオマテリアル賞を受賞

す
る
生
物
学
的
要
因
の
解
明

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

近
年
、「
肌
の
質
感
」
に

関
与
す
る
皮
膚
の
光
学
特
性

を
定
量
的
に
計
測
・
評
価
す

る
こ
と
が
、
皮
膚
科
学
、
香

粧
品
学
の
み
な
ら
ず
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

ス
や
映
像
の
分
野
で
も
大
き

な
関
心
を
集
め
る
中
、
今
回

　

受
賞
に
あ
た
っ
て
は
、
同

社
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
関
す
る
取
り

組
み
が
社
会
的
価
値
の
向
上

だ
け
で
な
く
、
企
業
業
績
も

「
Ｓｕｓ
ｔａ
ｉｎａ
ｂ
ｌｅ 

Ｊａｐ
ａｎ 

Ａｗａｒ
ｄ
」で

Ｅ
Ｓ
Ｇ
部
門
優
秀
賞
を
受
賞

　

同
賞
は
、
Ｉ
Ｓ
＆
Ｔ 

が

発
行
す
る
２
種
類
の
論
文
誌

（「
Ｊ
ｏ
ｕ
ｒ
ｎ
ａ
ｌ 

ｏ
ｆ 

Ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｇ 
Ｓ
ｃ
ｉ

ｅ
ｎ
ｃ
ｅ 

ａ
ｎ
ｄ 
Ｔ
ｅ
ｃ

ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
」「
Ｊ
ｏ

ｕ
ｒ
ｎ
ａ
ｌ 

ｏ
ｆ 

Ｅ
ｌ
ｅ

ｃ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ 

Ｉ
ｍ
ａ

ｇ
ｉ
ｎ
ｇ
」）
の
中
で
基
礎
・

応
用
科
学
、
工
学
分
野
へ
の

顕
著
な
貢
献
が
認
め
ら
れ
た

　

日
光
ケ
ミ
カ
ル
ズ
の
小
倉
卓
氏

（
化
成
品
事
業
部
部
長
）
は
、
界

面
活
性
剤
を
応
用
し
た
絵
画
修
復
へ
の
活
用
技
術
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

第
21
回
（
２
０
２
２
年
度
）
の
「
オ
レ
オ
マ
テ
リ
ア
ル
賞
（
日
本
油
化
学

会
）」
を
受
賞
し
た
。

日
光
ケ
ミ
カ
ル
ズ
・
小
倉
卓
氏

小　倉　氏

　

同
調
査
で
は
、
専
門
審
査

員
が
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
一

般
消
費
者
と
し
て
問
い
合
わ

せ
を
行
い
、ク
オ
リ
テ
ィ
軸
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
軸
そ
れ
ぞ

れ
５
項
目
に
つ
い
て
顧
客
視

点
で
対
応
を
評
価
し
た
。

　

審
査
に
お
い
て
は
「
早
い

段
階
で
顧
客
と
距
離
を
縮

め
、
関
心
を
示
し
て
積
極
的

２
年
連
続
で
Ｈ
Ｄ
Ｉ
格
付
け

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
調
査
最
高
評
価
を
獲
得

ポーラ

菊地研究員

受
賞
し
た
論
文
で
は
、
肌

の
表
面
で
反
射
す
る
光
、

肌
内
部
に
侵
入
し
て
出
射

す
る
光
な
ど
様
々
な
経
路

を
辿
る
光
を
表
面
反
射

光
・
拡
散
光
・
内
部
散
乱

光
と
し
て
分
離
し
、
顔
の

立
体
形
状
と
合
わ
せ
て
３

次
元
的
に
計
測
す
る
技
術

を
報
告
し
た
。

　

ポ
ー
ラ
の
顧
客
向
け
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー「
ポ
ー
ラ
お
客
さ
ま
相
談
室
」
は
、
世
界
最

大
の
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
業
界
の
第
三
者
機
関
「
Ｈ
Ｄ
Ｉ
」
の
日
本
拠
点
で
あ
る
「
Ｈ

Ｄ
Ｉ
―
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
」
が
主
催
す
る
２
０
２
２
年
度
の
「
Ｈ
Ｄ
Ｉ
格
付
け
ベ
ン
チ
マ

ー
ク
」
調
査
で
、
２
年
連
続
で
最
高
評
価
の
三
つ
星
を
獲
得
し
た
。

　

ラ
イ
オ
ン
は
、
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ
主
催

の
「
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ 

Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ 

２
０
２
２
」
に
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
部
門
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
。

の
企
画
・
設
計
へ
の
反
映
、

商
品
機
能
・
内
容
物
・
容
器

の
改
良
、
表
示
や
広
告
の
適

正
化
な
ど
の
迅
速
な
改
善
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
い
る
。

　

２
０
２
１
年
の
問
い
合
わ

せ
に
よ
る
改
善
件
数
は
、
年

間
60
件
以
上
と
な
っ
た
。
ま

た
、
ハ
イ
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
ブ

ラ
ン
ド
に
ふ
さ
わ
し
い
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
た
め
、
新
製
品

の
商
品
特
長
や
電
話
対
応
話

法
な
ど
の
勉
強
会
を
毎
月
開

催
し
、
応
対
品
質
に
関
す
る

第
三
者
評
価
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
、
対
応
満
足
度
の
向

上
に
努
め
て
い
る
。

資生堂・菊地久美子研究員

「Ｃｈａｒｌｅｓ Ｅ．Ｉｖｅｓ Ｊｏｕｒｎａｌ 
Ａｗａｒｄ」を受賞

界面化学による絵画修復に関する
研究と功績が認められる

ライオン


